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１、年間テーマ 

・グループホームの課題：支援方法や勤務体制など 

２、部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

6 13 ハーモニー桃の郷 15 今年度の活動テーマについて 活動内容の検討 

7 4 ハーモニー桃の郷 14 今年度グループホーム 

ミーティング内容について 

ミーティングの内容について検討 

9 26 市障害者福祉センター 42  グループホームミーティング開催 

11 19 ハーモニー桃の郷 12 グループホームミーティング 

アンケート結果まとめ 

ミーティングのアンケートまとめ 

報告 

2 6 ハーモニー桃の郷  次年度への課題総括 次年度の活動、課題まとめ 

      

      

      

      

      

      

      

 

３、機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

・グループホームミーティング後の感想、アンケートまとめ 
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４、課題について 

（１）主な検討課題 

 ・グループホームの世話人交流及び研修会の実施について 

（２）検討の目的と結果（現状） 

 ・今年度もグループホームミーティングを開催し参加した世話人、支援員からは概ね好

評を得たが、会議の時間が午前中のみでは短いといった意見や研修会をもう少し聞きた

かったとの意見が出された。また今回は実施できなかったが、グループホーム事業所見

学についても、新しく仕事を始めた方からぜひお願いしたいとの声も聞かれた。 

（３）引き続き検討が必要とされる課題 

＜グループホームミーティングの内容について＞ 

・実施回数、研修内容の充実等 

 ＜事業所見学＞ 

  ・グループホーム見学 

＜大規模災害への準備や避難対応について＞ 

・災害への対応、備蓄品の内容検討、災害時に安全に避難できる場所をどうするか等 

総合的な防災対策、対応の検討 

（４）部会の運営体制について 

・運営体制については、概ね現行の委員配置で運営を行うことができた。ただ今年度は執

行委員の所属事業所が知的障がい者サービスを主に提供する事業所のみだったことから、

執行委員の選出にあたっては、知的分野サービス以外の事業所や新規参入の事業所も含め

て選出することが、幅広く意見を集約するために必要と思われる。 

５、総括（1 年間を振り返って） 

・くらし、生活をテーマに活動に取り組みましたが、改めて様々な課題があり、その一つ

一つに納得してもらえる結果が出せなかったというのが実感としてあります。特に昨年の

台風 19 号による大規模水害の対応について、利用者の安全なくらしを守るために各事業

所から様々な意見が出されましたが、部会として意見をまとめることは出来ませんでした。 

昨今の気象状況を踏まえ、今回の水害の教訓を生かし実効性のある災害対策を部会として

検討し提言できるように、次年度への引継ぎを行おうと思います。 

 


